
福島県ブランド認証制度品目別認証基準（みそ） 
 
（目的） 
第１条 この基準（以下「認証基準」という。）は、福島県ブランド認証制度
実施要綱（以下「要綱」という。）第４条第１項に基づき、福島県ブランド
認証制度「みそ」の認証に関し必要な基準を定めるものである。 
 
（対象産品） 
第２条 福島県ブランドとして認証するみそは、ふくしま産品であって、調味
みそ及びだし入りみそを除いたみそを厳選、認証するものとする。 
 
（認証申請） 
第３条 要綱第６条第１項の規定により、福島県ブランドの認証申請を募集す
る期間は、別に要項で定めるものとする。 
２ 前項の規定により認証申請を行う事業者は、次に掲げる書類を知事に提出
しなければならない。 
(1) 福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請書（様式第 1号） 
(2) 福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請調書（様式第２号の１～３） 
(3) 福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請に係る誓約書（様式第３号） 
(4) 商業登記簿謄本 
(5) その他知事が必要と認める書類 
３ 申請数は、一事業者につき一品までとする。 
 
（申請要件） 
第４条 要綱第６条第２項の規定により、福島県ブランドの認証を受けようと
する事業者は、次の各号に適合しなければならない。 
(1) 消費者からの意見、問い合わせ窓口及び苦情処理体制が整備されているこ
と。（顧客サービス面での信頼性） 
(2) 過去３年に、当該事業者として社会的に顧客等から信頼を失うような法令
違反、又は食品安全上の事故がないこと。（法令遵守） 

２ 要綱第６条第２項の規定により、福島県ブランドの認証を受けようとする
ふくしま産品は、次の各号に適合しなければならない。 
(1) ３年以上の生産及び販売実績を有し、年間の生産量が 2,000kg を超えてい
ること。（生産状況） 
(2) 対象となるみそは、赤色系（淡赤色系を含む）辛みそ粒とする。 
(3) 対象となるみその原料は、県産米１００％、国産大豆１００％とする。 
(4) 現在販売している数量を基礎として、５％以上の増産能力（余力）を有す
ること。（増産能力） 
(5) 生産（製造）に必要な食品衛生法の適正な手続きを得ていること。（申請
商品の生産に関する法令遵守） 
(6) 販売に必要な食品衛生法、JAS 法、景品表示法等の適正な表示がなされて
いること。（申請商品の表示に関する法令遵守） 
(7) 主な原材料である大豆、米の生産履歴が整備され、井戸水を使用している
場合は、水の成分検査に異常が認められないなど、安全、安心が確認できる
こと。（生産履歴） 



(8) 製麹、熟成、貯蔵、包装、商品化まですべての製造工程が認証を受けよう
とする事業者で行われていること。（製造工程） 
 
（第一次審査の方法） 
第５条 要綱第７条第１項に規定する第一次審査は、第２条に規定する区分ご
とに福島県ブランド認証制度みそ選考鑑評会（以下「選考鑑評会」という。）
及び企業・商品選考審査調書（様式第４号）により実施することとし、総合
得点が 100 点以上の産品を第一次審査の通過と決定する。 
２ 選考鑑評会は、一般消費者、味噌販売（小売）関係者、飲食関係者等によ
り次の事項について審査を行うものとする。 
(1) 官能評価（香り、味、色つやなど） 
(2) 外観評価（ラベルデザイン、ネーミング、パッケージなど） 
(3) その他必要と認められる事項 
３ 企業・商品選考審査は、①経営方針・姿勢、②経営・財務、③生産・販売
体制について審査するものとし、必要に応じて面接審査、現地調査を実施す
るものとする。 
４ 各審査に対する配点は、次のとおりとする。 
(1) 選考鑑評会 
第 1位は 50 点、第２位は 40 点、第３位は 30 点、第４位は 20 点、第５位
は 10 点とする。 
(2) 企業・商品選考審査 
①経営方針・姿勢は 80 点、②経営・財務は 10 点、③生産・販売体制は
10 点とする。 
 
（認証審査） 
第６条 要綱第７条第２項に規定する認証審査は、前条に規定する第一次審査
の結果及び福島県ブランド認証基準（みそ）最終選考基準調書（様式第５号）
に基づき、認証制度委員会において総合的な審査を行うものとする。 
２ 前項の規定に基づく認証審査の結果、総合得点が 100 点以上の産品を要綱
第８条第１項に規定する認証産品と決定する。 
 
（費用負担） 
第７条 本認証基準に基づく審査に必要な申請及び現物審査に伴う現物の提供
に要する経費は申請者の負担とする。 

なお、現物審査に用いた現物は返却しないものとする。 
 
（補則） 
第８条 この基準に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。 
 
附 則 
この基準は、平成１９年１０月２２日から施行する。 
附 則 
この基準は、平成２２年８月３１日から施行する。 
 



様式第１号 

福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請書 
 
                                                         年  月  日 
 
福島県知事  
 
福島県ブランド認証制度品目別認証基準（みそ）第３条第２項に基づき認証を申請

します。 
＜申請商品＞                                             審査 No      

商 品 名  区 分 赤色系辛みそ粒・淡赤色系辛みそ粒 

規 格 ・ 容 量        希望小売価格（税込み） 

1 k g・ 7 5 0 g   ・（   ）                                    円 

商品の特徴・ＰＲ  

 ※小売段階における商品の形態を記載してください。数種の形態がある場合は全て記載してください。 
＜企業概要＞ 

ふりがな  

氏 名 ま た は 名 称                                               印 

ふりがな  

代 表 者 の 職 ・ 氏 名  

住 所 ま た は 所 在 地 
〒 

連 絡 先 電  話 －   － Ｆ Ａ Ｘ －   － 

ふりがな  

担 当 者 の 職 ・ 氏 名 
 E - m a i l  

設  立     年  月  日 

法人設立       年  月  日 企業の沿革 

資 本 金                 千円 

代表者 
の経歴 

 

区 分 男 女 計 

役 員 名 名 名 

常勤雇用 名 名 名 

臨時雇用 名 名 名 

人員構成 

計 名 名 名 

主要生産 
設備 

 

企業概要 

 

 



 
様式第２号の１ 

福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請調書（その１） 
 
【申請要件に関するチェックリスト】 
○事業者要件 
（顧客サービス面での信頼性） 
消費者からの意見、問い合わせ窓口及び苦情処理体制が整備されて
いる 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（法令遵守） 
過去３年に、当該事業者として社会的に顧客等から信頼を失うよう
な法令違反、または食品安全上の事故がない 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

 
○商品要件 
（生産状況） 
３年以上の生産及び販売実績を有し、年間の生産量が２，０００kg
を超えている 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（原材料） 
原料は、県産米、国産大豆を１００％使用している ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（増産能力） 
現在販売している数量を基礎として５%以上の増産能力（余力）を
有している 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（申請商品の生産に関する法令遵守） 
生産（製造）に必要な食品衛生法の適正な手続きを得ている 
（容器包装リサイクル法、廃棄物処理法、安全衛生法等を含む） 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（申請商品の表示に関する法令遵守） 
販売に必要な食品衛生法、JAS法、景品表示法等の適正な表示がな
されている 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（生産履歴と成分検査） 
主な原材料である大豆と米の生産履歴が整備され、井戸水を使用し
ている場合は、水の成分検査に異常が認められないなど、安全・安
心が確認できる 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

（製造工程） 
製麹、熟成、貯蔵、包装、商品化まですべての製造工程が申請事業
者で行われている 

ＹＥＳ ・ ＮＯ 

なお、「加工食品品質表示基準」及び「みそ品質表示基準」に規定されている義務表示事
項(商品に貼付されているラベル)を１部提出してください。 
  
以上のとおり申請内容に相違ありません。 
 
                                                    年  月  日  
 
 福 島 県 知 事  
 

住 所 
（法人、団体の場合は、主たる事業所の所在地） 

氏 名             ○印 
（法人、団体の場合は、名称及び代表者の職名・氏名） 

 



様式第２号の２ 

福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請調書（その２） 
 
(1) 経営（生産）方針・姿勢 

区  分 内   容 

経 営 方 針 
※経営理念・方針を詳しく記載してください。 

経 営 姿 勢 ・ 意 欲 
※会社を経営していく上で、意欲的に取り組んでいること、又は注意していることを記載し
てください。 

顧客サービス体制 
※お客様からの苦情・意見に対してどのように対応しているか記載してください。 

法 令 遵 守 
※企業倫理（コンプライアンス）について現在の取組みを記載してください。 

経営・技術の継続性 
※経営面、技術面ともに継承できる社内体制（調査、研究、研修制度等）について記載して
ください。 

環 境 対 策 
※社内の環境対策について記載してください。 

主な受賞・顕彰歴等 有 ・ 無 
【賞等の名称・内容・受賞時期等】 

その他、特記事項 

※その他、特にＰＲしたいことがあれば記載してください。 

 
(2) 経営・財務 

区  分 区 分 ３期前 前々期 前 期 今期（見込み） 

売  上  高     

経 常 利 益     

自己資本比率     
経 営 指 標 

納  税  額     
 
(3) 申請商品の生産・販売体制 

区  分 区 分 ３期前 前々期 前 期 今期（見込み） 

生 産 量     

販 売 量     

販 売 額     
生 産 ・ 販 売 体 制 

生産能力 最大生産能力（                     ） 

保 有 す る 権 利 有 ・ 無 

【権利の種別（商標権、特許権、意匠権）・登録番号等】 
 「無」の場合今後の予定 

 



様式第２号の３ 

福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請調書（その３） 
選考対象商品名                   

申請事業者名                     
１ 安全・安心で高品質な産品であること 

審査項目 具体的説明 
ａ．安全・安心に関する調査、試験、研究等を常に
実施しているか 

 

ｂ．原材料の生産履歴により生産現場の検査、確認
を行っているか 

 

ｃ．徹底した品質管理体制が整備されているか 
 

 

ｄ．品質を維持するための物流システムが構築され
ているか 

 

ｅ．原材料（米、大豆、塩など）にこだわりや特徴
はあるか 

 

２ 市場性・認知性が高いこと 
審査項目 具体的説明 

ａ．全国に向けたＰＲ活動を展開し、一定の知名度
があるか 

 

ｂ．味覚の特徴は何か  

ｃ．ラベルデザイン、ネーミング等の特徴は何か  

ｄ．価格的にアピールできるものはあるか  

ｅ．年間を通して安定的に供給可能か  

３ 福島らしさ（自然、素朴、実直） 
審査項目 具体的説明 

ａ．浜通り、中通り、会津地方の自然、伝統との関
連性はあるか 

 

ｂ．地元での販売状況はどうか  

ｃ．何か物語性を有しているか  

ｄ．福島県との関連性で特筆すべきものはあるか  

４ 独自性（技術・技法） 
審査項目 具体的説明 

ａ．全国的に優れた技術・技法が取り入れられてい
るか 

 

ｂ．アピールすべき独自の技術、技法により製造さ
れているか 

 

ｃ．技術の維持・継承に努めているか  

ｄ．伝統的製造技術を活かしつつ試験、研究に取り
組んでいるか 

 

５ 環境への配慮 
審査項目 具体的説明 

ａ．原材料に有機・特栽等の認証商品を使用してい
るか 

 

ｂ．製造工程時に発生する副産物（大豆皮、米糠、
水等）の廃棄について適正に処理しているか 

 

ｃ．リサイクル容器やリサイクル用紙を使用したラ
ベル等を使用しているか 

 

 



様式第３号 
 

福島県ブランド認証制度（みそ）認証申請に係る誓約書 
 
福島県ブランド認証を受けた際には、福島県ブランド認証制度実施要綱に定める事
項を遵守し、福島県ブランドの品位保持に努めるとともに、以下の事項について特に
留意することを誓約します。 
 
１ 原則として、認証産品の流通、販売において、当該認証産品が福島県ブランドと
して認証されたものであることを表示すること。 
 
２ 県内外の消費者及び流通関係者に対して積極的な情報発信を行うことにより、認
証産品及び福島県ブランドの周知普及に努めること。 
 
３ 認証産品の出荷量、流通状況及び消費動向について随時把握に努めること。 
 
４ 認証産品の計画的な生産・製造又は提供及び適正な品質管理並びに関係書類の整
理保管に努めること。 
  
５ 認証産品の生産・製造、流通及び販売等において、当該認証産品に係る事故又は
苦情等が発生したときは、自らがその責任を追い、当該事故等の解決に向けて誠実
に対処すること。 
 
                                                       年  月  日 
 
福 島 県 知 事 
 

住 所 
（法人、団体の場合は、主たる事業所の所在地） 

氏 名             ○印 
（法人、団体の場合は、名称及び代表者の職名・氏名） 

 



様式第４号 

企業・商品選考審査調書 
【評価基準】 
(1) 経営（生産）方針・姿勢（配点：80 点） 

区  分 審査項目  評価（ポイント） 

経 営 方 針 【明確な経営方針と県を代表するに足りる資質を有する】 ２０･１６･１２･８･４ 

経 営 姿 勢 ・ 意 欲 【ブランド認証制度の趣旨を理解し、全国・世界に向けた販路拡大に意欲がある】 １０・８・６・４・２ 

顧 客 サ ー ビ ス 体 制 
【お客様窓口など、より具体的にお客様の苦情
・意見に対応できる体制がある（体制の整備度
）】 

１０・８・６・４・２ 

法 令 遵 守 【常に法令違反等の発生を防止する体制が整備され企業倫理が高い(コンプライアンス)】 １０・８・６・４・２ 

経営・技術の継続性 【経営面、技術面ともに継承できる社内体制（調査、研究、研修制度）がある】 １０・８・６・４・２ 

環 境 対 策 【ISO4001の取得など環境に配慮している】 １０・８・６・４・２ 

主な受賞・顕彰歴等 【賞等の名称、内容、受賞時期】 １０・８・６・４・２ 

※ 採点方法： 
最良＝20 又は 10、やや良＝16 又は 8、普通＝12又は 6、やや劣る＝8又は 4、劣る＝4又は 2 

(2) 経営・財務（配点：10 点） 

区分 ３期前 前々期 前期 
今 期 
(見込み) 

評価（ポイント） 

売 上 高     
経常利益     
自己資本 
比  率 

    
経 営 指 標 

納 税 額     

１０ ・ ６ ・ ２ 

※ 採点方法：県全体の増減率（県平均）を基準として、増加傾向=１０､横ばい=６、減少傾向=２ 
(3) 申請商品の生産・販売体制（配点：10 点） 

  区分 ３期前 前々期 前期 
今 期 
(見込み) 

評価（ポイント） 

生 産 量     
販 売 量     
販 売 量     

生産・販売体制 

生産能力     

１０ ・ ６ ・ ２ 

保有する権利 有 ・ 無 
【権利の種別（商標権、特許権、意匠権）・登録番号等】 
「無」の場合今後の予定 

※ 採点方法：県全体の増減率（県平均）を基準として、増加傾向=１０､横ばい=６、減少傾向=２ 
 

区        分 評 価 
(1) 経営（生産）方針・姿勢（配点：80点)  
(2) 申請者の経営状況（配点：10点）  
(3) 申請商品の生産状況（配点：10点）  

         【選考方法】 
100点以上 第一次審査通過 
100点未満 第一次審査不通過 

小  計 ／100  通過 ・ 不通過  
みそ選考鑑評会順位ポイント  
             総  計    ／150 

 

 



様式第５号 

福島県ブランド認証基準（みそ）最終選考基準調書 
 
選考対象商品名                   
 
申請事業者名                     
 
１ 安全・安心で高品質な産品であること（配点：25 点） 

委員審査 審査項目 
評価（ポイント） 付帯説明 

ａ．安全・安心に関する調査、試験、研究を常に実施している 5・4・3・2  
ｂ．原材料の生産履歴により生産現場の検査・確認を行っている 5・4・3・2  
ｃ．原材料の塩は国産の天然塩を使用している。 5・4・3・2  
ｄ．徹底した品質管理体制が整備されている 5・4・3・2  
ｅ．品質を維持するための物流システムが構築されている 5・4・3・2  

 
２ 市場性・認知性が高いこと（配点：45 点） 

委員審査 審査項目 
評価（ポイント） 付帯説明 

a．全国（世界）に向けたPR活動を展開し、一定の知名度がある 5・4・3・2  
b．味覚の評価が高い 5・4・3・2  
c．ラベルデザイン、ネーミング等の評価が高い 5・4・3・2  
d．申請商品の価格帯に値頃感があり市場性が高い 5・4・3・2  
e．年間を通して安定的（欠品率が低い）に流通している 5・4・3・2  
f．選考鑑評会において味覚評価が高い 10・8・6・4 選考鑑評会第 位 
g．選考鑑評会においてラベルデザイン・ネーミング等の評価が高い 10・8・6・4 選考鑑評会第 位 
 
３ 福島らしさ（自然、素朴、実直）（配点：25 点） 

委員審査 審査項目 
評価（ポイント） 付帯説明 

ａ．商品を通して福島県がイメージできる 10・8・6・4  
ｂ．浜通り、中通り、会津地方の自然、伝統に育まれた商品である 5・4・3・2  
ｃ．地域住民に支持され、食されている 5・4・3・2  
ｄ．物語性を有している 5・4・3・2  

 
４ 独自性（技術・技法）（配点：20 点） 

委員審査 審査項目 
評価（ポイント） 付帯説明 

ａ．全国に優れた技術・技法により製造されている 5・4・3・2  
ｂ．独自の技術、技法により製造されている 5・4・3・2  
ｃ．技術の維持・継承に努めている 5・4・3・2  
ｄ．伝統的製造技術を活かしつつ試験・研究に取り組んでいる 5・4・3・2  

 
５ 環境への配慮（配点：25 点） 

委員審査 審査項目 
評価（ポイント） 付帯説明 

ａ．原材料に有機・特栽等の認証商品を使用している 10・8・6・4  
ｂ．製造工程時に発生する（大豆皮、米糠、水等）の廃棄について
法令に基づき処理している 10・8・6・4  

c. リサイクル容器やリサイクル用紙を使用したラベル等を使用   
している 5・4・3・2  

※ 採点方法（全項目共通）：審査項目に合致しているもの＝10又は5、                            
やや合致しているもの＝8又は4、やや不合＝6又は3、不合＝4又は2 

審査過程における委員のコメント 
区        分 最終評価 

１ 安全・安心で高品質な産品であること  
２ 市場性・認知性が高いこと  
３ 福島らしさ（自然、素朴、実直）  
４ 独自性（技術、技法）  

【決定方法】 
100点以上 認証産品 
100点未満 非認証産品 

 
最終選考結果 

５ 環境への配慮  

 

計 ／140 
認証産品・非認証産品 

 

 


